
地中熱利用に関する研究

地中熱とは，地表から100m程度の比較的浅い地盤中に
存在する低温の熱エネルギーです。その温度は，場所に
依らず年間を通してほぼ一定とされていることから，こ
の地中熱をヒートポンプの熱源として，空調や給湯機器
に利用できます。現在は，熱交換効率と経済性に優れた
地中熱交換器の開発が進められています。
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海洋温度差発電の社会実装のための熱交換器に関する研究

再生可能エネルギーの一つとして海洋の表層水と深層水との
温度差を利用して発電する海洋温度差発電は、24時間安定し
て発電できること、および複合利用（水産、データセンター、
水素製造など）が可能なことから 注目されています。一方、
利用できる温度差が原理的に小さいために、社会実装の推進
には、熱交換器の高性能化がキーとなります。当研究所では、
熱システム全体の最適化と低温度差から有効に熱回収するた
めの熱交換器の研究開発などを行っています。
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